
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学院環境科学院 

年 次 報 告 書 
平成２７年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道大学大学院環境科学院 



目次 
 
 

はじめに      ……………………………  1 
 
Ⅰ 組織      ……………………………  2 

 １ 沿革     ……………………………  3 
 ２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 ……………………………  5 
 ３ 教員組織     ……………………………  6 
 ４ 事務組織    ……………………………  8 
 ５ 各種委員会    ……………………………  9 

 
Ⅱ 学生の受入     …………………………… 10 

 ６ 入学試験    …………………………… 11 
 ７ 学生定員と現員の推移  …………………………… 12 
 ８ 留学生数の推移と支援体制  …………………………… 15 

 
Ⅲ 教育活動     …………………………… 18 

 ９ 専攻・コース編成   …………………………… 19 
１０ カリキュラム編成    …………………………… 20 
１１ 公開コースの開催   …………………………… 23 

 
Ⅳ 成果      …………………………… 27 

１２ 学位取得状況    …………………………… 28 
１３ 研究成果発表状況   …………………………… 38 
１４ 修了後の進路    …………………………… 88 

 
Ⅴ 補遺      …………………………… 90 

１５ 規程       …………………………… 91 
１６ 予算       …………………………… 100 
１７ 安全管理    …………………………… 100 
１８ 国際交流協定    …………………………… 101 

 
 



 - 1 -

 

はじめに 

 
 
平成 27 年度の環境科学院の年次報告書を発行致します。 
 
平成 27 年度は第 2 期中期目標期間の最終年度であり，第 2 期中期目標期間の現況調

査票の作成・提出とともに，平成 28 年度から始まる第 3 期中期目標を提出しました。第

2 期では，教育の国際化と教育の質の向上に努めてきました。第 3 期では，第 2 期から

進めてきた国際化のさらなる推進とともに，本学の強み・特色の 1 つである北極域に関

する教育研究に対応するため，北極域研究センターの参画を得て，大学院の組織再編を

行う計画です。組織再編へ向けての課題としては，若干回復の兆しも見られるものの，

専攻・課程によっては，学生定員未充足も続いている点が挙げられます。その解決のた

めには，外部から見てさらに魅力的な，また，環境科学およびその基礎に関する学識な

らびに応用力を備えた有為な人材を学界，産業界，教育界などに今よりもさらに多く輩

出していけるような組織改編が必要です。特に，地球科学，生物科学，物質科学を基盤

とする環境科学院は，それぞれの分野で最先端の教育研究を行うとともに総合科学であ

る環境科学をこれら最先端同士が協力して推進できる体制を確立すること，また，異分

野の研究者を組織化できる人材を育成し，修了生たちが将来にわたり学際科学推進のモ

デルとして参照できるような組織を目指すべきものと思っています。本報告書も，足下

をしっかり見つめながらそのような改革を進めていくための資料と致します。 

 

 

 

北海道大学大学院環境科学院長 

 久保川 厚 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         

1977（昭和 52）年  4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年  4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国・イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2 月 9 日 イギリス・ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結（～2002(平成 14)年 2 月 6 日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580 ㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国・蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年  1 月 16 日 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結（～ 2003（平成 15）年 1
月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282 ㎡）竣工 

2003（平成 15）年  9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

 4 月 1 日 統合環境科学部門，地球圏科学部門，環境生物科学部門，物質機能科学部門が設置される 

 4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），

生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻（修士課程，博士後期課

程）が設置される 
2006（平成 18）年  8 月 26 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦・スイス連邦工科大学チューリッヒ校と大学間交流協定を締結 

2009（平成 21）年 12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010（平成 22）年 9 月 2 日 中華民国・国立成功大学と部局間交流協定を締結 

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国・東南大学と大学間交流協定を締結 
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2011（平成 23）年 4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年  5 月 31 日 
ドイツ連邦民主共和国・GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局

間交流協定を締結 

6 月 25 日 中華民国・国立東華大学環境科学院と部局間交流協定を締結 

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

2013（平成25）年  1 月 22 日 アメリカ合衆国・ユタ大学大学院 ナノ研究所と部局間交流協定を締結 

  7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結 

3 月 20 日 インドネシア共和国・バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

 9 月 29 日 マレーシア・マレーシア大学テレンガヌ校と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー・オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結 

12 月 28 日 中華人民共和国・香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 3 月 17 日 
アメリカ合衆国・カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流

協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 

 
職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 

 
学院長 久保川 厚 
副学院長 田中 俊逸 
学院長補佐 大原  雅 

27.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 

 

専攻長 

山中 康裕 

人間・生態 

システム 

高田 壯則 

露崎 史朗 

渡邉 悌二 

 

藤井 賢彦 

石川  守 

白岩 孝行 

佐藤 友徳 

根岸淳二郎 

 川西 亮太 

 

 

環境適応科学 
古月 文志 豊田 和弘 

沖野 龍文 

 藏崎 正明  

実践環境科学 山中 康裕 島村 道代    

国際環境保全 田中 俊逸     

地球圏科学 

専攻 

 

専攻長 

谷本 陽一 

大気海洋 

化学・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 

吉川 久幸 

河村 公隆 

山本 正伸 

鈴木 光次 

山下 洋平 

西岡  純 

渡辺  豊 

関   宰 

亀山 宗彦 

 入野 智久 

宮﨑 雄三 

 

 

雪氷・寒冷圏

科学 

藤吉 康志 

渡辺  力 

グレーベ， 

ラフル・ギュ

ンター 

杉山  慎  石井 吉之 

曽根 敏雄 

的場 澄人 

下山  宏 

飯塚 芳徳 

 

大気海洋物理

学・気候力学 

久保川 厚 

長谷部文雄 

谷本 陽一 

大島慶一郎 

江淵 直人 

三寺 史夫 

藤原 正智 

青木  茂 

堀之内 武 

深町  康 

吉森 正和 

中村 知裕 水田 元太 

豊田 威信 

川島 正行 

松村 義正 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 

専攻 

 

専攻長 

柴田 英昭 

 

生態系生物学 

原 登志彦 

福井  学 

隅田 明洋 

笠原 康裕 

落合 正則 

 大舘 智志 

小野 清美 

小島 久弥 

長谷川成明 

寺島 美亜 

 

生態遺伝学 
木村 正人 

大原  雅 

鈴木  仁 

三浦  徹 

  吉田 磨仁 

分子生物学 
森川 正章 山崎 健一 

三輪 京子 

 鷲尾 健司  

植物生態学 甲山 隆司 工藤  岳  久保 拓弥  

動物生態学 
 野田 隆史 

小泉 逸郎 

   

海洋圏科学 
平石 智徳 

門谷  茂 

工藤  勲 

 

   

水圏生物学 

上田  宏 

本村 泰三 

山羽 悦郎 

仲岡 雅裕 

宮下 和士 

宗原 弘幸 

長里千香子 

四ツ倉典滋 

三谷 曜子 

 山本  潤 

傳法  隆 

伊佐田智規 

 

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 
日浦  勉 
齊藤  隆 
柴田 英昭 
吉田 俊也 

車  柱榮 
門松 昌彦 
植村  滋 
揚妻 直樹 
高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
中村 誠宏 

 野村  睦 
福澤加里部 
小林  真 

 

耕地圏科学 
荒木  肇 

山田 敏彦 

星野洋一郎 

河合 正人 

 平田 聡之 

三谷 朋弘 

 

環境物質科学

専攻 

 

専攻長 
八木 一三 

生体物質科学 
坂入 信夫 
松田 冬彦 

山田 幸司 
梅澤 大樹 

 諸角 達也  

ナノ環境材料 
小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

川口 俊一 
廣川  淳 
七分 勇勝 

 中田  耕 
加藤  優 

 

光電子科学 中村 貴義 野呂真一郎  久保 和也  

環境触媒化学 

大澤 雅俊 

大谷 文章 
叶   深 

コワルスカ， 
エバ・カタルツ

イーナ 

 本林 健太  

 

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 

 
 
 



 - 8 -

４ 事務組織 
                                        27.4.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 

宮内 政幸 

総 務 小島 将人 吉泉  綾 名取 晴香 
梅原 美佳（事務補佐員） 

斉藤 利奈（事務補助員） 

教 務 
山下 昌利 

巽  貞信 
伊藤 郁子 田原 啓司 

髙橋 由香（事務補助員） 

田辺よどみ（事務補助員） 

会 計 富樫  弘 山田 睦代 佐藤 辰紀 本多 智子（事務補助員） 

図 書 長井 伸一       

研究院長室秘書 明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                   27.4.1現在 

 

  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 事務選出 

委員 事務所掌 備考 

専攻長 
会議 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当 
申合
せで
明記 

学院人事
委員会 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当  

教務 
委員会 石川  守 渡辺  豊 鈴木  仁 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 
全学教
務委員
会委員 

 教務担当 
内規
で 

明記 

入学試験 
委員会 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  教務担当 
内規
で 

明記 

点検評価
委員会 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規
で 

明記 

将来計画
委員会 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 山中 康裕 谷本 陽一 柴田 英昭 坂入 信夫 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 事務長 会計担当  

広報 
委員会 高田 壯則 亀山 宗彦 長谷川成明 梅澤 大樹  学院長   総務担当  

WEB 
サイト 
管理 

委員会 

佐藤 友徳
露崎 史朗 

山下 洋平 
松村 義正 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

梅澤 大樹
七分 勇勝     総務担当  

学生 
委員会 露崎 史朗 谷本 陽一 三輪 京子 小西 克明 学院長補佐 

全学学
生委員
会委員 

  教務担当 
内規
で 

明記 

留学生 
委員会 根岸淳二郎 長谷部文雄 工藤  岳 坂入 信夫 副学院長 

学院長補佐 学院長   教務担当 
内規
で 

明記 

コース 
代表教員 

露崎 史朗
豊田 和弘 
山中 康裕 
石川  守 

西岡  純 
三寺 史夫 
渡辺  力 

福井  学 
三浦  徹 
森川 正章 
甲山 隆司 
野田 隆史 
門谷  茂 
仲岡 雅裕 
齊藤  隆 
荒木  肇 

坂入 信夫
小西 克明 
中村 貴義 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 

 
平成２７年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）環境物質科学専攻 
平成２６年 ５月２６日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   平成２６年 ８月２５日（月） 

２６日（火） 
      修士課程（博士前期課程）  平成２６年 ８月２５日（月） 

２６日（火） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
平成２６年１０月２７日（月） 

 
春季入試：博士後期課程   平成２７年 ２月２６日（木） 
     修士課程（博士前期課程）  平成２７年 ２月２６日（木） 

２月２７日（金） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  平成２７年 ８月２４日（月） 
２５日（火） 

            修士課程（博士前期課程） 平成２７年 ８月２４日（月） 
２５日（火） 

 
 
入試説明会 

 第１回      平成２６年 ５月２４日（土） 
２５日（日） 
２７日（火） 

第２回      平成２６年１０月２６日（日） 
２８日（火） 

 第３回      平成２６年１２月 ９日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 
７－１ 入学定員 
 

① 博士後期課程             
（単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 15 

地球圏科学専攻 14 

生物圏科学専攻 23 

環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
 

② 修士課程（博士前期課程）       
（単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 44 

地球圏科学専攻 35 

生物圏科学専攻 52 

環境物質科学専攻 28 

計 159 
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７－２ 入学者数 

 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 

専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 13（87％）  21（140％）  7（47％） 11（73％）  9（60％） 12（80％） 

地球圏科学専攻 11（79％） 10（71％） 10（71％）  7（50％）  7（50％） 11（79％） 

生物圏科学専攻 18（78％） 14（61％） 16（70％） 18（78％） 18（78％） 18（78％） 

環境物質科学専攻  6（55％） 10（91％）  9（82％）  9（82％）  4（36％）  9（82％） 

計 48（76％） 55（87％） 42（67％） 45（71％） 38（60％） 50（79％） 

 
 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 

専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 20（45％） 35（80％） 26（59％） 23（52％） 35（80％） 42（96％） 

地球圏科学専攻 26（74％） 35（100％） 20（57％） 27（77％） 18（51％） 31（89％） 

生物圏科学専攻 43（84%） 54（104%） 55（105%） 41（79%） 48（92%） 69（133%） 

環境物質科学専攻 24（86％） 32（114％） 34（121％） 39（139％） 34（121％） 24（86％） 

計 113（71％） 156（98％） 135（85％） 130（82％） 135（85％） 166（104％） 

 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７－３ 在籍者数 

 
① 博士後期課程 

（単位：人） 

専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 31 39 47 48 39 43 

地球圏科学専攻 43 45 49 40 39 39 

生物圏科学専攻 60 64 57 61 57 65 

環境物質科学専攻 22 28 28 32 25 28 

計 156 176 181 181 160 175 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 63 66 64 55 58 75 

地球圏科学専攻 55 62 58 50 47 51 

生物圏科学専攻 88 99 110 102 88 119 

環境物質科学専攻 53 55 68 75 79 61 

計 259 282 300 282 272 306 

 

（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 
８－１ 留学生数（全体） 
 

① 博士後期課程 
（単位：人） 

専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 9 18 21 21 17 23 

地球圏科学専攻 13 15 16 14 16 15 

生物圏科学専攻 9 15 14 12 9 11 

環境物質科学専攻 8 10 12 13 9 10 

計 39 58 63 60 51 59 

 
 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専攻 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

環境起学専攻 5 7 12 14 18 37 

地球圏科学専攻 3 4 3 1 0 4 

生物圏科学専攻 4 3 3 5 7 12 

環境物質科学専攻 6 5 2 3 7 6 

計 18 19 20 23 32 59 

 

（注）各年度５月１日現在の数 
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８－２ 留学生数（国別） 

 
（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成２７年５月１日現在の数 

 

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 

博士後期 修士 

アジア 

インド 3  

インドネシア 5 5 

韓国 4 3 

タイ 1  

ベトナム 3 1 

台湾 1 1 

中国 21 37 

ネパール 2  

バングラデシュ 3 1 

フィリピン 4  

マレーシア  1 

モンゴル 4 1 

アフリカ 

ガーナ 1  

ギニア 1  

ケニア  2 

ナイジェリア   

モザンビーク  1 

エジプト 1 1 

マダガスカル 1  

北米 

アメリカ 1  

カナダ  1 

ホンジュラス  1 

ヨーロッパ 

フランス 1  

ギリシャ  1 

ドイツ 1  

ハンガリー 1  

ロシア  1 

オセアニア ソロモン諸島  1 

計 59 59 
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８－３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a 

Sustainable Society）による留学生の受入 
平成２６年度より現地面接等による渡日前入学制度を導入している。平成２７年１０月に９名（修士

課程５名，博士後期課程３名）が入学した。 

 
（２）アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアティブ）「修士課

程およびインターンシップ」プログラム推奨コースの設定 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査とテ

レビ会議による面接）を実施し，平成２７年１０月に研究生２名が入学した。 

 
（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究補助員経費を

負担する制度により，８名（継続７名，新規１名）の私費留学生を受入れた。年度末に研究発表会を

行った。地球環境科学研究院では，毎年２名相当分（年間６００万円強）について教員共通経費を充

てる制度を設けている。 

 
（４）平成 27 年度部局評価に基づく資源の再配分事業による留学生の受入 

「グローバル社会の環境保全を担う協定受入型統合環境科学の次世代育成プログラム」として，１２

名の留学生を受け入れた。 

 
（５）大学の世界展開力強化事業 PARE プログラムによる特別聴講学生の受入 

「人口・活動・資源・環境の負の連環を転換させるフロンティア人材育成プログラム」として環境科

学院を含む複数の部局が参加し，本学院では５名の留学生を受け入れた。 

 
（６）大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムによる特別聴講学生の受入 

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家集団を育成する取組みとして，本学院

では２名の留学生を受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋圏科学コース 
水圏生物学コース 
森林圏環境学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 

修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。た

だし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単位

以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び環

境物質科学Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 環境解析学総論 環境適応学総

論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源学特論 

気候変動影響特論 生態解析学特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 

流域環境学特論 保全生態学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 環境適応学特

論 環境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学

英語ライティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単位） 

統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環境分析法

実習（４単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環

境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ（１単位） 実践環境科学インターンシップ

Ⅰ（２単位） 実践環境科学インターンシップⅡ（２単位） 

 

博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 
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・ 古海洋学特論 対流圏化学特論 陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特

論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷

河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境科

学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候モデリング

特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単位）

地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ（２単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ（１

単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 

 
環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 
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（選択必修科目）各２単位 
・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 
（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 
（選択科目） 

・ 環境科学総論（２単位） 

・ 国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・ 国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 公開コースの開催 
１１－１ 平成 27 年度 大学の世界展開力強化事業 PARE プログラム 
 
本プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，北海道大学の農

学院，環境科学院，工学院，水産科学院，情報科学研究科およびサステイナビリティ学教育研

究センターが共同で申請・採択され，平成 24 年 10 月より開始した事業である。その目的は，

アジアの発展途上国で起こっている，人口・活動・資源・環境システム（PARE：Populations
－Activities－Resources－Environments）の負の連環を正に転換させ，国際的かつ分野横断的

に共働できる「フロンティア人材」を育成することにある。すなわち，「フィールド研究力，多

様性容認力，開拓力，課題解決力」の 4 つの力をもち，国際的な視野を持って活躍できるフロ

ンティア人材育成を目指すものであり，今後 2 年間継続し，本学院では主にインドネシアのガ

ジャマダ大学（化学，農学分）とタイのカセサート大学（工学分野）との間で双方向交流し，

年間数名の学生の受け入れと派遣を行う。 
平成 27 年度は，6～8 月に PARE 基礎論が開講されるとともに，8 月には，タイとインドネ

シアの学生も参加してサマースクールが本学で開催された。本学院からは，PARE 基礎論に 21
名，サマースクールに 5 名の修士課程学生が参加し，単位を取得した。また，8 月からはインド

ネシアのバンドン工科大学から 1 名，タイのカセサート大学から 1 名，10 月からはインドネシ

アのガジャマダ大学から 3 名を，6 か月の間受け入れた。また，3 月にはスプリングスクールが

タイのカセサート大学で開催され，本学院の修士課程学生 3 名が参加した。 
 
 

１１－２ 平成 27 年度 留学生交流支援制度（短期受入れ・短期派遣） 

 
環境科学院が平成 27 年度に申請・採択された留学生交流支援制度（短期受入れ・短期派遣）

プログラム（日本学生支援機構（JASSO）がサポート）「国際ネットワークにもとづく学生短期

受け入れ型／派遣型フィールド環境科学の次世代育成プログラム」が実施された。このプログ

ラムは，地球温暖化など地球規模の環境変化に対して脆弱な地域において生じている環境変化

に対処しうる，高度な専門知識と観測技術や分析技術を有し，グローバル社会において活躍で

きる人材の育成を目的としている。 
受入れ型においては，（1）国際フィールド演習，（2）国際ラボ実習のサブプログラムを実施

し，ロシア北東連邦大学，タイのカセサート大学，モンゴル国立農業大学，国立台湾大学等よ

り学生を受け入れた。また，派遣型においては，（1）南極大学，（2）北極圏大学等においてフ

ィールドにおける実習を実施し，海外の協定大学に本学院の学生を派遣した。 
 
 

１１－３ 南極学カリキュラム 

 
南極学カリキュラムでは，極地や寒冷圏の環境や生態系について総合的に学ぶ教育プログラ

ムを提供している。平成27年度は基幹をなすプログラムとして，南極学特別講義2科目と南極学

特別実習4科目を開講し，カリキュラム修了者への修了証書（Diploma of Antarctic Science）授
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与を行った。環境科学院の他，学内から多彩な分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生

間交流や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学（International 

Antarctic Institute）の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，ETH，ブレーメン

大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教育・研究を推進する

ものである。 
 
過去4年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 

 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 
南極学特別講義I 61 54 49 34 
南極学特別講義II 17 11 8 17 
南極学特別実習I 11 9 9 10 
南極学特別実習II 実施せず 15 実施せず 9 
南極学特別実習III 57 31 31 36 
南極学特別実習IV 5 8 8 14 
南極学修了証書 10 7 5 2 

 
 

１１－４ 公開ラボ実習 

 
公開ラボ実習は，グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」

が主催して開始したもので，学生や若手研究者に対して，分析技術実習および周辺学問分野の

講義を行うものである。平成27年度は下記の安定同位体実習を実施した。参加者は全国の大学

院・大学に対して公募し，実習は英語と日本語で実施した。海外からの参加者および留学生交

流支援制度（ショートステイ，ショートビジット）参加者も受講した。 
 
安定同位体実習：平成27年11月9日～13日，北海道大学教育交流支援事業およびJASSO海外留

学支援事業・短期派遣支援の短期受け入れ事業としてのプログラムは11月7日に開始，応募者は

19名，参加者15名（うち環境科学院研究生2名・特別聴講学生2名を含む学生8名）。学内からは

農学研究院から1名，理学院から1名，理学部から1名，学外からは国立極地研から1名，モンゴ

ル国立農業大学から2名，ロシア北東連邦大学から1名が参加した。 
 
 

１１－５ 大気と海洋と雪氷に関するスプリングスクール 

 
環境科学院は母体となる学部を持たない独立大学院のため，本学院の大学院生が学部学生と

つき合う機会は限られているが，このスプリングスクールの実施を通して学部学生の研究を指

導する経験を大学院生に積ませ，将来，研究プロジェクトを立案・遂行可能な研究者を養成す

ることを目的とする。また，学部学生にとっても，地球環境科学の研究の最前線を体験し，成

果をまとめて発表する手法を学んでもらうとともに，本学院を知ってもらい，将来の環境科学
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研究を担う若手として成長を促すことも目的とした。 
平成 27 年度は，平成 28 年 3 月 8 日（水）から 11 日（土）にかけて，「大気と海洋と雪氷に

関するスプリングスクール 2016」を北海道大学札幌キャンパス・環境科学院にて開催した。参

加者は，日本大学（複数学部），山形大学，神戸大学，琉球大学，高知工科大学，茨城高専，苫

小牧高専，旭川高専，水産大学校の 16 名で，文字通り全国の国公私立の大学から参加があった。 
本スプリングスクールでは，教員による大気と海洋と雪氷の概論に関する講義を受講したあ

と，体験プログラムを実施する内容とした。体験プログラムは以下の 3 コースを参加者全員が

受講した。 
 
「雪のプロフィールを調べてみよう」 
「冬の植物の炭素同位体を測ってみよう」 
「低気圧とジェット気流をシミュレーションしてみよう」 
 
どのコースにおいても，参加者はとても積極的で，主催者の当初の予想以上に熱心に取り組

み，コース毎のグループ発表では熱心な討議が行われた。参加者の意欲が高かったことに加え，

大学院生による準備が丁寧に練り上げたものだったことが，相乗効果として大きな盛り上がり

になったと考えている。修了式において参加者全員に修了書を授与した。 
 
 

１１－６ 平成 27 年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラム 

 
本プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，工

学院，文学研究科，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事業

である。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノ

サハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクー

ツク国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表など

で構成されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3
コンソーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育

成することを目的としている。 
平成27年度は，下記の実習と集中講義を大学院共通講義として実施した。 
（１）RJE3 ヤクーツク野外実習（平成 27 年 8 月 4 日～13 日）：RJE3 基礎科目の実習として

大学院共通講義として実施した。本学院から 4 名，農学院から 2 名，生命科学院から 1
名，工学院から 1 名，理学部から 1 名の北大から計 9 名とロシア北東連邦大学から 5 名

の学生が参加した。本学院から 2 名の教員が現地に赴き，講義・実習を分担した。永久

凍土生態系に関する講義の他，参加者は 4 つのグループに分かれてミニ研究プロジェク

トを実施し，最終日に成果発表会を実施した。 
（２）RJE3基礎科目（平成 27年 8月 24日～31日）：上記のヤクーツク野外実習への参加者に，

ロシアの他の 4 大学から計 20 名と本学から 10 名を加え，総計ロシア 5 大学から 25 名と

本学から 19 名が参加した。参加学生は，北海道・極東・北極圏の歴史と文化，自然環境，

生活環境と地域開発，経済・国際関係についての講義を受講し，5 つのグループに分かれ

てそれぞれ 2 つのトピックスを選択肢それらについてグループ討論を行い，最終日にそ
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のまとめを発表した。 
（３）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 10 名が本学に半年間滞在

し，専門科目の講義を履修した。本学院には 2 名（北東連邦大学とイルクーツク国立大

学からそれぞれ 1 名）の学生が滞在した。 
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１２ 学位取得状況 
１２－１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

Evaluation of the effect of snow cover on the winter urban heat island in Sapporo city, Japan （積雪

被覆が札幌市の冬季ヒートアイランドに与える影響の評価）森 佳祐（人間・生態システムコース） 

Studies on changes of vegetation cover of pasturelands in the eastern Alai Valley, Kyrgyzstan（キル

ギスタン，アライ谷東部における放牧地の植生被覆変化に関する研究）刘   洁（人間・生態システ

ムコース） 

Statistical and numerical study of hot extremes in Mongolia: possible contribution of soil moisture to 
the recent increase in heat waves（モンゴルにおける極端高温に関する統計解析と数値実験：近年

の熱波増加に対する土壌水分の寄与の可能性）Erdenebat Enkhbat（人間・生態システムコース） 

A study of biological significance and toxicity of short-chain nonylphenol ethoxylates（短鎖ノニルフ

ェノールエトキシレートの生物的意義および毒性に関する研究）劉 闖（環境適応科学コース） 

Development of magnetic separation using modified magnetic chitosan for removal of pollutants in 
solution（溶液中の汚染物質除去のための修飾マグネティックキトサンを用いた磁性分離法の開発）

Sakti Satya Candra Wibawa（環境適応科学コース） 

Sustainable forest management and bioenergy expansion-A multi-scale approach from global to 
local-（持続可能な森林管理とバイオマスエネルギーの拡大―全球から地域までの多規模アプローチ

―）Florian Kraxner（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

海氷がオホーツク海の鉄供給及び植物プランクトンの増殖に果たす役割の解明（Iron supply processes 
associated with sea ice and their roles in stimulating phytoplankton growth in the Sea of 
Okhotsk）漢那 直也（大気海洋化学・環境変遷学コース） 

HF ocean radar applications to estimation of wind drift current and measurement of sea ice drift 
velocity in the southern Sea of Okhotsk（短波海洋レーダを応用したオホーツク海南部における吹

送流の推定および海氷漂流速度の計測）張 偉（大気海洋物理学・気候力学コース） 

A mechanism of ice-band pattern formation caused by resonant interaction between sea ice and 
internal waves（海氷と内部波の共鳴相互作用によるアイスバンド形成機構）佐伯 立（大気海洋

物理学・気候力学コース） 

Ice front variations and velocity changes of calving glaciers in the Southern Patagonia Icefield and 
northwestern Greenland（南パタゴニア氷原およびグリーンランド北西部におけるカービング氷河

の末端変動と流動変化）榊原 大貴（雪氷・寒冷圏科学コース） 

Geochemical study on low molecular weight dicarboxylic acids and related compounds in the marine 
aerosols from the Pacific Ocean（太平洋エアロゾル中の低分子ジカルボン酸と関連有機物に関する

地球化学的研究）Mir Md. Mozammal Hoque （論文博士） 

Numerical study of a thick snow band along the Okhotsk Sea coast of Hokkaido Island, Japan（北海

道オホーツク海沿岸に出現する 降雪帯の数値的研究）Yakkala Yagnesh Raghava（論文博士） 

Ocean surface emissivity modeling in microwave radiance assimilation for numerical weather 
prediction（数値天気予報のためのマイクロ波放射輝度同化における海面射出率のモデル化）計盛 
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正博（論文博士） 

 

生物圏科学専攻 

Phylogenetic and functional analysis of novel bacteria isolated from aquatic environment（水圏環境

から分離した新規細菌の系統分類と機能解析）渡邊 美穂（生態系生物学コース） 

Ecological genetic studies on intraspecific variation and evolution of reproductive systems in Viola 
brevistipulata（オオバキスミレにおける繁殖様式の種内変異と集団分化に関する生態遺伝学的研究）

速水 将人（生態遺伝学コース） 

Architecture and dynamics of two bamboo species in comparison with co-occurring woody trees in a 
Malaysian hill rainforest（共存樹木と比較したマレーシア丘陵多雨林のタケ二種の形態と動態）藤

沼 潤一（植物生態学コース） 

北海道日本海海域におけるホッコクアカエビの資源評価と資源管理方策に関する研究（Studies on stock 
assessment and management procedures for northern shrimp Pandalus eous in the Sea of 
Japan, off Hokkaido）山口 浩志（水圏生物学コース） 

Variation in community structure of seagrass macrofauna across multiple spatial scales（多重空間ス

ケールに沿った海草藻場マクロファウナの群集構造の変異）Venus Empron Leopardas（水圏生物

学コース） 

Phenotypic diversity and ecology in salmonid fishes: focusing on the effects of migration costs and 
hatchery stocking（サケ科魚類の表現型レベルの多様性と生態：回遊コストとふ化放流事業の影響

に着目して）佐橋 玄記（水圏生物学コース） 

ホッケ道北群資源の評価手法構築に関する研究（Studies on development of stock assessment 
procedures for Northern Hokkaido stock of Arabesque greenling Pleurogrammus azonus）髙嶋 

孝寛（水圏生物学コース） 

Molecular ecology of cold adaptations in the family Cottidae focused on type I antifreeze proteins（不

凍タンパク質に着目したカジカ科魚類の寒冷地適応に関する分子生態学的解明）山﨑 彩（水圏生

物学コース） 

 

環境物質科学専攻 

Cobalt oxide(Co3O4) as an active and selective catalyst for catalytic ozonation of ammonia nitrogen in 
water（水中アンモニアに高い活性と選択性を示す酸化コバルト触媒）Lina Mahardiani（ナノ環境

材料コース） 

地下水中の硝酸イオンを高選択的に窒素へと光分解するタンデム型反応系の構築（Development of 
tandem type reaction system for highly selective photocatalytic reduction of nitrate to nitrogen 
in groundwater）平山 純（ナノ環境材料コース） 

Structural investigation of polyoxometallates self-assembled architectures induced by crown ether 
supramolecular cations（クラウンエーテル超分子カチオンに誘起されるポリオキソメタレートの

自己集積化構造に関する研究）熊 俊（光電子科学コース） 

超分子カチオンの導入による [MnCr(oxalate)3]- 錯体結晶の複合物性開拓（ Investigation of 
multifunctionality in [MnCr(oxalate)3]- crystals by introducing supramolecular cations）吉竹 

理（光電子科学コース） 

Electrochemical interface in fuel cell reactions（燃料電池反応中の電気化学界面）兒玉 健作（論文博
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士） 

PEG修飾半導体性クラスターの水中における光学特性と応答挙動（Optical properties and response 
behaviors of PEG-modified semiconductor clusters in water）福永 直人（論文博士） 
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１２－２ 修士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

沿岸域の基礎生産に与える河川の影響評価 浅野 芳治（人間・生態システム） 

登山道侵食の３次元計測手法の開発と大雪山国立公園におけるその適用 石川 正樹（人間・生態シス

テム） 

砂礫堆の徘徊性節足動物に対するフラッシュ放流の影響～空間分布と機能の応答～ 今井 悠（人間・

生態システム） 

全国一級河川における河床の経時変化及び変化要因 尹 衍棟（人間・生態システム） 

森林伐採が里山に与える影響の数理的研究 ～陽樹陰樹ダイナミクスの応用～ 髙木 俊甫（人間・生態

システム） 

風蓮湖流入河川における陸水域～汽水域に至る溶存鉄・栄養塩・有機物等の動態と土地利用・土地被覆

との関係 髙宮 良樹（人間・生態システム） 

地域トランジションにおける協調活動のネットワーク分析 竹川 宏樹（人間・生態システム） 

多点通年観測値に基づく北海道山岳域における気温動態の解明 田辺 真一（人間・生態システム） 

中国の大学における北海道大学サステイナブルキャンパス評価システムの適用可能性検討 －清華大学

を例として－ 張 乃曼（人間・生態システム） 

サステイナブルキャンパスの構築に向けた構内交通改善の可能性検討－清華大学における調査及び北海

道大学との比較－ 張 淼（人間・生態システム） 

Effects of eutrophication on food chain length in rivers and riparian zones(河川および河畔における食

物連鎖長に富栄養化が及ぼす影響) NESSA BADRUN（人間・生態システム） 

河川希少種の陸への波及効果：カワシンジュガイ属はエゾアカガエルの越冬地を提供するか？ 三浦 

一輝（人間・生態システム） 

タンチョウ繁殖適地の土地利用変化に関する研究 水本 兼仁（人間・生態システム） 

The invasion and establishment patterns of Sphagnum mosses on Moliniopsis japonica grasslands in 
the early stages of succession（遷移初期におけるヌマガヤ草地へのミズゴケの侵入定着パターン） 

宮崎 紀子（人間・生態システム） 

出力変動の時空間特性を考慮した北海道の耕作放棄地に対する再生可能エネルギー導入可能性 山腰 

啓太（人間・生態システム） 

Effect of sorghum tea on carbohydrate metabolism in diabetic rats(糖尿病ラットの糖代謝に及ぼすタ

カキビ茶の影響) 吉田 拓也（環境適応科学） 

マイクロパターン化ゼラチンシート上での骨芽細胞接着性試験 上杉 諒平（環境適応科学） 

プルシアンブルーを用いた新規セシウム除染材料の開発 富岡 哲史（環境適応科学） 

地球温暖化による海洋におけるリン酸塩の全球規模の分布変化 王 垚（実践環境科学） 

ライジング・サン・ロックフェスティバルで行なわれているボランティア活動とそれに関わるNPO団体

に関する考察 川村 稜（実践環境科学） 

大雪山国立公園旭岳における自然保護活動の国際対応に関する考察と提案 方 翀博（実践環境科学） 
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Relationship between indoor climatic parameter and energy consumption for air conditioning-A case 
study on Faculty of Environmental Earth Science, Hokkaido University（室内気象条件が空調の

エネルギー消費におよぼす影響－北海道大学地球環境科学研究院を例として）黄 胤君（国際環境

保全） 

The role of hunters in sustainable wildlfie conservation management in Sapporo－The present 
condition and attitude of hunters－（札幌市における持続的可能な野生動物保全管理のための狩猟

者の役割－現在の狩猟者の実態と意識調査－）西條 晋太朗（国際環境保全） 

界面動電的手法による鉛汚染土壌の修復におけるフミン酸の影響 岩村 桐子（国際環境保全） 

The impact of environmental awareness on garbage disposal behavior of residents in dormitory of 
Hokkaido University（北海道大学の寮在住者のゴミの廃棄挙動に対する環境意識の影響）周 墐（国

際環境保全） 

The impact of ｓocio-economical ｆactors on the electricity conservation awareness and behavior of 
university students －A case study in Jilin University（大学生の節電の意識と行動に対する社会

経済的要因の影響－吉林大学を例として）汝 亜潔（国際環境保全） 

The study of gender and sustainable fisheries: A case study in Antigua and Barbuda（ジェンダーと持

続可能な水産業に関する研究－アンティグア・バーブーダの事例－）田中 理佐（国際環境保全） 

The impact of school environment on energy conservation consciousness of elementary school 
Students: A case study of kohoku and nango elementary school（小学生の省エネ意識に与える学

校環境の影響－幌北小学校と南郷小学校を例として）由 飛揚（国際環境保全） 

 

地球圏科学専攻 

最終氷期以降の西部北極海堆積物の層序と起源 鈴木 健太（大気海洋化学・環境変遷学） 

モンゴル森林-草原境界域のカラマツ年輪酸素同位体比の変動要因 土井 猛史（大気海洋化学・環境変

遷学） 

過去1万5千年間における水月湖湖底堆積物への元素状炭素供給量の変動要因 中井 淑恵（大気海洋化

学・環境変遷学） 

中部太平洋赤道域におけるアーキア細胞膜脂質の時系列変動 原田 くるみ（大気海洋化学・環境変遷

学） 

Effects of light, iron and temperature on the photophysiology of phytoplankton in the western 
subarctic Pacific（西部北太平洋亜寒帯域に生息する植物プランクトンへの光・鉄・温度制限）吉田 

和広（大気海洋化学・環境変遷学） 

夏季南アジアにおける降水の季節内振動、日変動に関する研究 一木 拓哉（大気海洋物理学・気候力

学） 

大気の熱収支からみたオホーツク海の海氷の特性 加藤 龍太（大気海洋物理学・気候力学） 

閉じた矩形海洋における渦の軌跡とその軌道決定メカニズム 小林 慈英（大気海洋物理学・気候力学） 

南極アデリー海岸沿岸域における水塊特性の経年変動に見られる海洋－氷床相互作用 小林 理央（大

気海洋物理学・気候力学） 

冬季北海道西岸沖に発生するポーラーロウに対する下部境界条件の役割 田村 健太（大気海洋物理

学・気候力学） 

中高緯度の温暖化が熱帯の降雨分布に与える影響 濱野 勇臣（大気海洋物理学・気候力学） 
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係留観測による北極チャクチ海沿岸域の流速変動に関する研究 山内 泰孝（大気海洋物理学・気候力

学） 

グリーンランド北西部におけるカービング氷河の表面高度変化 片山 直紀（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド北西氷床（SIGMA-D）アイスコア化学解析に基づく小氷期以降の環境変動 門田 萌（雪

氷・寒冷圏科学） 

 

生物圏科学専攻 

Population dynamics through the mass drift event of ‘Marimo’ balls in Lake Akan, Hokkaido（北海道

阿寒湖におけるマリモ大量打ち寄せ現象を介した集団動態）熊谷 七美（生態遺伝学） 

Studies on reproductive ecology of Viola mirabilis var. subglabra representing intermediate 
flowering characteristics between the stemless and stemmed Viola（無茎種と有茎種の中間的な開

花特性を示すイブキスミレの繁殖生態に関する研究）篠原 義典（生態遺伝学） 

Estimation of the evolutionary rates of the mitochondrial DNA in Apodemus species based on 
calibrations from the Quaternary environmenal changes（第四紀の環境変動に準拠したアカネズ

ミ属のミトコンドリアDNA進化速度の推定）花崎 香織里（生態遺伝学） 

Developmental regulations of the reproductive polyphenism in aphids（アブラムシにおける繁殖多型

の発生制御機構）村野 宏樹（生態遺伝学） 

新規ウキクサ成長促進Pseudomonas属細菌の単離とその特徴 山川 祐介（分子生物学） 

ヨシ由来成長促進細菌のイネに対する影響評価 影本 敬太（分子生物学） 

Studies on the growth promoting mechanism of duckweed by Bacillus pumilus MRB4（Bacillus 
pumilus MRB4によるウキクサ成長促進機構に関する研究）Desi Utami （分子生物学） 

海底油田の物質循環に関与する微生物機能の研究 加藤 雄大（分子生物学） 

酵母マンナンによるウキクサ成長促進現象の解析 倉本 歩（分子生物学） 

ポリナフタレンスルフォン酸分解微生物単離の試み 中野 耕輔（分子生物学） 

Biosynthetic mechanism of long-chain polyunsaturated fatty acids in bacteria（細菌における長鎖多価

不飽和脂肪酸の生合成メカニズム）橋本 美佳子（分子生物学） 

Studies on low-boron tolerance of natural accessions in Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナナチュ

ラルアクセッションにおけるホウ素欠乏耐性に関する研究）久野 香織（分子生物学） 

Molecular genetic studies on Arabidopsis thaliana mutants with reduced sensitivity to boron 
limitation （ホウ素欠乏に対する感受性が低下したシロイヌナズナ変異株の分子遺伝学的研究）廣

口 覚彦（分子生物学） 

フラボバクテリア科細菌に由来する新規アゾ還元酵素の酵素学的諸特性解析 安酸 国起（分子生物学） 

Development of Ribozyme Catalyzing Sequence-Specific RNA Degradation（塩基配列特異的RNA分解

を行うリボザイムの開発）劉 宇翔（分子生物学） 

十勝川水系における水生生物の比較系統地理 大磯 毅晃（動物生態学） 

Population structure mediates maturation size threshold for alternative life history strategy in masu 
salmon（他個体の存在が成熟閾値を改変する：生活史二型をもつサクラマスにおける実験的検証）

大久保 隆（動物生態学） 
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Multilevel disturbance: influence of a megaquake on rocky intertidal succession（マルチレベル撹乱：

巨大地震が岩礁潮間帯における遷移に及ぼす影響）胡 之陽（動物生態学） 

Community assembly in rocky intertidal succession: the importance of spatial and temporal niche 
differentiation and role of dispersal（岩礁潮間帯の遷移における群集集合：空間的および時間的ニ

ッチ分化の重要性と分散の役割）平賀 優大（動物生態学） 

ウグイにおける降海性の“逆”緯度クライン 山田 健太郎（動物生態学） 

火散布沼（半閉鎖性亜寒帯汽水湖）における底生微細藻類の増殖ポテンシャル評価 森田 高弘（海洋

圏科学） 

風蓮湖、根室湾水系における有機物からみた堆積環境の時空間的評価 柴田 豊大（海洋圏科学） 

太平洋側北極海（チャクチ海）における成層強度の時空間変動 大額 実咲（海洋圏科学） 

海洋表層混合層熱収支に水温逆転層が与える影響 大原 隆（海洋圏科学） 

ヤマトシジミ生活史初期のアンモニア耐性の解明と資源回復 村瀬 亮（海洋圏科学） 

マガキ（Crassostrea gigas）の摂餌・排泄が養殖海域の物質循環過程に与える影響 横路 直哉（海洋

圏科学） 

北海道に来遊するトドの夏期における回遊と潜水:成長段階と冬期の食性からの検証 伊藤 慶造（水圏

生物学） 

Effects of ocean acidification on calcareous sessile polychaetes (Neodexiospira brasiliensis and 
Circeis spirillum) in seagrass bed（アマモ場に生息するウズマキゴカイ2種（Neodexiospira 
brasiliensisとCirceis spirillum）に対する海洋酸性化の影響）伊藤 美菜子（水圏生物学） 

Detection and quantitative analysis of zoospores and gametophytes in laminarialean algae using 
environmental DNA（環境サンプル由来 DNA を用いたコンブ類遊走子および配偶体の検出と定量

解析）川本 広基（水圏生物学） 

音響手法を用いた岩手県山田湾におけるアカモクの定量的分布特性の把握に関する研究 喜多 千穂海

（水圏生物学） 

Combined effects of seawater warming and ocean acidification on epiphytic snail Lacuna decorata in 
eelgrass bed（海水温の上昇と海洋酸性化がアマモ葉上の巻貝コウダカチャイロタマキビに与える複

合的な影響）楠崎 真央（水圏生物学） 

漁業用魚群探知機を用いたカタクチイワシ仔魚の漁場モニタリングに関する研究 久保長 晶（水圏生

物学） 

Effects of microplastics on the lugworm Abarenicola pacifica（イソタマシキゴカイAbarenicola 
pacificaに対するマイクロプラスチックの影響）須貝 洋海（水圏生物学） 

カジカ上科魚類の分子系統学的研究 富樫 孝司（水圏生物学） 

アイナメ属半クローン雑種の系統学的研究〜特異的核型を遺伝マーカーとしたクジメ系雑種におけるホ

ストスイッチの検出〜 三宅 翔太（水圏生物学） 

DNAバーコーディングを用いた臼尻周辺海域に出現する仔稚魚の分類学的研究 百田 和幸（水圏生物

学） 

キタオットセイは性・成長段階で回遊様式が異なるのか？－安定同位体比と微量元素を用いた回遊履歴

の推定－ 山田 綾子（水圏生物学） 

Antagonistic indirect interactions between large and small conspecific prey via heterospecific 
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predators（異種捕食者を介した大きな被食者と小さな被食者の負の種内間接相互作用）山口 彩（森

林圏環境学） 

遺伝的多様性の年次変化と個体群サイズ・分散の関係－個体数変動パターンが異なるエゾヤチネズミ個

体群の比較－ 秋元 佐紀（森林圏環境学） 

北海道に同所的に生息する３種の野ネズミにおけるタンニン摂取量の季節変化－ドングリ摂取と関連さ

せて－ 秋元 佑香（森林圏環境学） 

北海道北部の天然生林における心材腐朽の出現予測 阿部 葉月（森林圏環境学） 

シカが下層植生を介して樹木の成長に与える影響 天野 創（森林圏環境学） 

Interplay between feeding evolution in a leaf beetle and tree-associated arthropod community 
dynamics（ハムシの摂食行動進化と樹上の節足動物群集の相互作用）小野寺 裕乃（森林圏環境学） 

Does genetic variation in a foundation species predict arthropod community structure in a riparian 
forest? （基盤種内の遺伝的変異から河畔林における節足動物の群集構造を予測できるか？）鍵谷 

進乃介（森林圏環境学） 

キイチゴ属野生遺伝資源を利用した新規ラズベリーの育成と果実形質の評価に関する研究 小林 加奈

（耕地圏科学） 

分子系統解析とDNA量比較によるユーラシアのハスカップの遺伝的多様性に関する研究 松本 彩（耕

地圏科学） 

 

環境物質科学専攻 

Synthesis of aromatic ring-bearing sugar-based surfactants（芳香環を持つ糖型界面活性剤の合成研究）

宋 瑋岳（生体物質科学） 

紅藻ミツデソゾ（Laurencia okamurae）由来セスキテルペノイドの構造と臭素付加機構 石川 高史（生

体物質科学） 

A synthetic glycoconjugates approach on LPS O-anyigen of Pandoraea pulmonicola（Pandoraea 
pulmonicola由来のLPS O-抗原糖鎖合成）Elnagar Asmaa Mohamed Badawy（生体物質科学） 

蛍光ソルバトクロミック配位子と遷移金属を組み合わせた長波長発光色素の合成 大塚 侑（生体物質

科学） 

Hachijojimallene A の合成研究 小石 真樹（生体物質科学） 

クロロスルホリピッド類の合成研究 佐藤 匠（生体物質科学） 

オレフィンメタセシス反応を用いたソホロリピッド類縁体の合成研究 須田 侑莉（生体物質科学） 

サルモネラ菌のO抗原を目指したチベロース含有オリゴ糖の合成研究 田島 輝一（生体物質科学） 

バイオマスを用いる新規船底防汚剤の開発 長谷川 裕己（生体物質科学） 

ニホンウナギの産卵時における海水中の化学物質の変動 林 将平（生体物質科学） 

蛍光色素母骨格へのフタルヒドラジド部位のクロスカップリングによる化学発光色素の合成研究 福世 

泰秀（生体物質科学） 

電子供与基を有するチオフェン誘導体をボロンジピロメテンにクロスカップリングした長波長蛍光色素

の合成 松宮 卓也（生体物質科学） 
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SmI2を用いた新規反応の開発と応用 宮野 奈津美（生体物質科学） 

酸化グラフェンを用いた電気化学キャパシタ用電極材料の開発 山岸 秀明（生体物質科学） 

新規コバルト錯体による電気化学および光化学的水素発生 今 敬太（ナノ環境材料） 

位置特異的に配位子修飾された双二十面体Auクラスターの設計と特性 泉舘 広隆（ナノ環境材料） 

表面上のπ電子系の設計に基づく金クラスターの特性制御 岩崎 光紘（ナノ環境材料） 

Unusual behavior of ferrocenyl-modified gold clusters（フェロセン修飾金クラスターの特異な挙動）

Carlos Eduardo Ordonez Castillo（ナノ環境材料） 

酸素存在下でのアナモックス類似反応に高活性を示す担持金属触媒の探索 齋藤 夏実（ナノ環境材料） 

蛍光性シクロデキストリン型界面活性剤検出試薬の高機能化 中田 暉（ナノ環境材料） 

水中硝酸イオンを選択的に水素化分解する担持ニッケル触媒の開発 野島 淳（ナノ環境材料） 

グラフェンに組み込んだ多核銅錯体の電極触媒活性 武藤 毬佳（ナノ環境材料） 

異種金属複合活性中心を有する電極触媒の酸素還元活性室 室谷 岳志（ナノ環境材料） 

スズ-パラジウム修飾酸化チタン光触媒による水中硝酸イオンの光還元分解 山本 洋平（ナノ環境材料） 

ビスマス担持による酸化チタン光触媒の高活性化と作用機構の解明 池田 玲雄（環境触媒化学） 

キラル分子修飾白金担持光触媒によるピペコリン酸の立体選択的合成系の開発 魚谷 明日香（環境触

媒化学） 

リチウム塩添加によるイオン液体[BMIM][FAS]の還元安定性の向上：表面増強赤外分光を用いたメカニ

ズム解析 内田 権一（環境触媒化学） 

十面体形状酸化チタン光触媒粒子の調製と結晶面選択的金属析出 小林 健太（環境触媒化学） 

非水電解質溶液における酸素の電気化学的還元反応に関する研究 喬 羽（環境触媒化学） 
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１２－３ 修業年限修業学位取得率 

 
博士後期課程 

 

 入学者数 

平成２７年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２５年４月 

入学者 
37 10 27.0 

 
※ 修士課程（博士前期課程）は省略（概ね年限内で取得している） 
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１３ 研究成果発表状況 
１３－１ 査読有り論文 
 
 平成 27 年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修了者

も学院所属時の発表ならば含む），イタリックの氏名は学院教員，括弧内は受理日（年／月／日）を表し

ており，受理された年度（4 月 1 日—3 月 31 日）で分けている。なお，教員のみの業績については各部

局の報告等に所載するため掲載していない。なお，専攻を跨いでいる業績に関しては，*印を付けている

（以下同じ）。 
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181: 130-138. (2015/06/28) 

Erdenebat, E., Sato, T. (2016) Recent increase in heat wave frequency around Mongolia: role of 
atmospheric forcing and possible influence of soil moisture deficit. Atmospheric Science Letters 
17(2): 135-140. (2015/08/17) 

Fujii, M., Tanabe, S., Yamada, M., Mishima, T., Sawadate, T., Ohsawa, S. (in press) Assessment of 
the potential for developing mini/micro hydropower: A case study in Beppu City, Japan. Journal 
of Hydrology: Regional Studies. (2015/10/22) 

Fukuda, Y., Fujii, M. (2015) Biomass resource mapping and potential evaluation in Hokkaido. 
Journal of the Japan Institute of Energy 94(9): 1057-1065. (2015/07/07) 

Hoshiba, Y., Yamanaka, Y. (2016) Simulation of the effects of bottom topography on net primary 
production induced by riverine input. Continental Shelf Research 117: 20-29. (2016/01/31) 

Kataoka, S., Mukai, Y., Takebayashi, M., Kudo, M., Uson, R. A., Kurasaki, M., Sato, S. (2016) Melinjo 
(Gnetum gnemon) extract intake during lactation stimulates hepatic AMP-activated protein 
kinase in offspring of excessive fructose-fed pregnant rats. Reproductive Biology 16(2): 165-173. 
(2016/01/16) 

Lopez, J. A. V., Al-Lihaibi, S. S., Alarif, W. M., Abdel-Lateff, A., Nogata, Y., Washio, K., Morikawa, M., 
Okino, T. (2016) Wewakazole B, a cytotoxic cyanobactin from the cyanobacterium Moorea 
producens collected in the Red Sea. Journal of Natural Products 79(4): 1213-1218. (2016/03/07) 

Mihara, Y., Sikder, Md. T., Yamagishi, H., Sasaki, T., Kurasaki, M., Itoh, S., Tanaka, S. (2016) 
Adsorption kinetic model of alginate gel beads synthesized micro particle-prussian blue to 
remove cesium ions from water. Journal of Water Process Engineering 10: 9-19. (2016/01/01) 

Mori, K., Sato, T. (2015) Evaluating the role of snow cover in urban canopy layer on the urban heat 
island in Sapporo, Japan with a regional climate model. Journal of Meteorological Society of 
Japan 93(5): 581-592. (2015/07/06) 

Rahman, Md. M., Sultana, R., Shammi, M., Bikash, J., Ahmed, T., Maruo, M., Kurasaki, M., Udin, M. 
K. (2016) Assessment of the status of groundwater arsenic at Singair upazilla, Manikganaj 
Bangladesh; exploring the correlation with other metals and ions. Exposure and Health 8(2): 
217-225. (2016/01/26) 

Sakti, S. C. W., Narita, Y., Sasaki, T., Nuryono, Tanaka, S. (2015) A novel pyridinium functionalized 
magnetic chitosan with pH-independent and rapid adsorption kinetics for magnetic separation 
of Cr(VI). Journal of Environmental Chemical Engineering 3(3): 1953-1961. (2015/05/06) 

Sikder, Md. T., Tanaka, S., Saito, T., Hosokawa, T., Gumiri, S., Ardianor, Uddin, M. K., Tareq, S. M., 
Shammi, M., Kamal, A. K. I., Kurasaki, M. (2015) Vulnerability assessment of surface water 
quality with an innovative integrated multi-parameter water quality index (IMWQI). Pollution 
1(3): 333-346. (2015/05/15) 

Sugimoto, S., Sato, T., Sasaki, T. (2015) Impact of land-use change on winter precipitation in 
Hokkaido, Japan. SOLA 11: 95-99. (2015/05/21) 

Sugimoto, S., Sato, T., Sasaki, T. (2015) Seasonal and diurnal variability in historical warming due to 
the urbanization of Hokkaido, Japan. Journal of Geophysical Research, -Atmospheres 120(11): 
5437-5445. (2015/05/08) 

Xiong, X., Masuda, Y., Hashioka, T., Ono, T., Yamanaka, Y. (2015) Effect of seasonal change in gas 
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transfer coefficient on air-sea CO2 flux in the western North Pacific. Journal of Oceanography 
71(6): 685-701. (2015/07/19) 

Yustiawati, Sazawa, K., Syawal, M. S., Kuramitz, H., Saito, T., Hosokawa, T., Kurasaki, M., Tanaka, 
S. (2016) Chapter 18: Peat fire impact on water quality and organic matter in peat soil. “Tropical 
peatland ecosystems” (Eds. Mitsuru Osaki, M., Tsuji, N.), (p651) Springer, p 281-296. 

友貞俊成, 佐藤友徳 (2015) 地域気候変動の不確実性を考慮した北海道におけるてん菜糖量の将来変化. 
北海道の農業気象 66: 13-21. (2015/10/03) 
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Bikkina, S., Kawamura, K., Imanishi, K., Nojiri, Y. (2015) Seasonal and longitudinal distributions of 
atmospheric water-soluble dicarboxylic acids, oxocarboxylic acids and a-dicarbonyls over the 
North Pacifi. Journal of Geophysical Research-Atmospheres 120: 5191–5213. (2015/04/20) 

Boreddy, S.K.R., Kawamura, K., Haque, Md. M. (2015) Long-term (2001-2012) observation of the 
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Chemical Physics 17: 29344-29353. (2015/10/06) 

Fujiwara, M., Hibino, T., Mehta, S. K., Gray, L., Mitchell, D., Anstey, J. (2015) Global temperature 
response to the major volcanic eruptions in multiple reanalysis data sets. Atmospheric 
Chemistry and Physics 15: 13507-13518. (2015/11/27) 
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Nakata, K., Ohshima, K. I., Nihashi, S., Kimura, N., Tamura, T. (2015) Variability and ice production 
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Environment and Sustainability 

鍵谷進乃介, 内海俊介, 2015 年 10 月 11 日,ポスター発表最優秀賞, 第 31 回個体群生態学会 

佐橋玄記, 森田健太郎, 2016年 2月 19日, 若手研究奨励賞, 日本生態学会北海道地区会大会, 若手発表者

の中で 3 件優秀発表に対して奨励賞を選出 

深野透, 伊藤知慧, 五味満裕, 大崎幸彦, 三輪京子, 森川正章, 2015 年 6 月 29 日-30 日,ポスター賞, 環境

バイオテクノロジー学会 2015 年度大会 

渡邊美穂, 2016 年 3 月 22 日, 平成 27 年度北海道大学大塚賞 

渡邊美穂, 2016 年 3 月 2 日, 第 6 回日本学術振興会育志賞 

内田健太, 2015 年 7 月 27 日-30 日, MSJ 最優秀ポスター賞, Vth International Wildlife Management 

Congress 

富安信, 2015 年 5 月 25 日-28 日, Early career scientist award , The ICES Symposium on “Marine 

Ecosystem Acoustics (Some Acoustics)– observing the ocean interior in support of integrated 

management” 

 

 

環境物質科学専攻 

オルドニェス カルロス, 2015 年 11 月 12 日, 優秀ポスター発表賞, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

岩崎光紘, 2015 年 8 月 29 日, 優秀ポスター賞, 2015 年度北海道高分子若手研究会 

新田明央, 2015 年 10 月 15 日, 優秀ポスター発表賞, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

新田明央, 2015 年 7 月 26 日, 優秀ポスター賞, 第 55 回オーロラセミナー  

杉内瑞穂, 2015 年 11 月 12 日, 優秀ポスター発表賞, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

泉舘広隆, 2015 年 8 月 29 日, 最優秀ポスター賞, 2015 年度北海道高分子若手研究会 

竹内脩悟, 2015 年 10 月 15 日, 優秀ポスター発表賞, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

竹内脩悟, 2015年9月3日, Photocatalysis 1 Young Poster Award（優秀ポスター賞）, First International 

Symposium on Recent Progress of Energy and Environmental Photocatalysis (Photocatalysis 

1)  

武藤毬佳, 2015 年 6 月 28 日, ポスター賞, 第 31 回ライラックセミナー・第 21 回若手研究者交流会・産
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官学フォーラム講演会合同大会 

堀晴菜, 2015 年 7 月 18 日, 平成 27 年度夏季北海道支部優秀講演賞, 2015 年日本化学会北海道支部夏季

研究発表会 

矢嶋亮次, 2015 年 6 月 4 日, ベストポスター賞, 第 31 回化学反応討論会 
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１４ 修了後の進路 
１４－１ 博士後期課程修了者 

 

平成２７年度修了者（平成２８年５月１日現在） 

 
就職先別統計 

学術研究 9，教育・学習支援 2，情報通信業 2，その他 1，計 14 
 
環境起学専攻 

東海大学附属第四高等学校，ゴーガ，ウェザー・ニュース 
 
地球圏科学専攻 

Mawlana Bhashani Science and Technology University，北大低温科学研究所，北極域研究センター 
 
生物圏化学専攻 

琉球大学，北海道立中央水産試験場，ミンダナオ州立大学，北海道立総合研究機構，北海道立総合研究 
機構栽培水産試験場 
 
環境物質科学専攻 

国立苫小牧工業高等専門学校，Cardiff Catalysis Institute，アルプスシステムインテグレーション
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１４－２ 修士（博士前期）課程修了者 
 
平成２７年度（平成２８年５月１日現在） 

 
就職先別統計 

博士後期課程進学（他大学院を含む） 14，農業・林業 5，漁業 1，建設業 4，製造業 22，電気・ 
ガス・熱・水道 4，情報通信 7，運輸・郵便 1，卸売・小売 5，学術研究 15，宿泊業，飲食サー 
ビス業 1，生活関連サービス 2，教育・学習支援 1，医療・福祉 3，その他サービス 4，公務員 5，
その他 2， 計 96 
 
 
環境起学専攻 

札幌市，北海道庁，シミック，国土交通省北海道運輸局，文一総合出版，北日本貿易，アサヒ飲料，マ

ルハニチロ，フィールズ，東武トップツアーズ，王子木材緑化，ホクレン肥料，太平洋セメント，アト

ックス，フューチャーアーキテクト，和光技研，パシフィックコンサルタンツ 
 
地球圏科学専攻 

東日本電信電話，アクセンチュア，アビームシステムズ，PLUS，ソフトコム，北海道大学，北海道教育

委員会，マリン・ワーク・ジャパン，青木松風庵グループ【青木松風庵/天平庵】，新エネルギー・産業

技術総合開発機構（NEDO），富士通エフ・アイ・ピー 

 

生物圏科学専攻 

ユニ・チャーム，イーピーエス，プロスペリティ・ナーシングサービス，札幌市役所，医学生物学研究

所（MBL），林野庁，清水建設，東海物産，ヴェオリア・ジャパン，ホクリヨウ，WDB，北海道漁業協

同組合連合会，加森観光，DHC，東日本高速道路，海洋研究開発機構，東京ガス，講談社，北海道電力，

オルガノ，環境テクニカルサービス，水産庁，兼松，BO-GA，東京都庁，海遊館，浅虫水族館，TOTO
ハイリビング，アラタナ，日本森林技術協会，リンクイベントプロデュース，伊藤園 
 

環境物質科学専攻 

電気化学工業，北海道薬剤師会公衆衛生検査センター，住友化学，大東化成工業，日立化成，日本デー

タスキル，日清食品，ブレイブソフト，テイ・エステック，ポラテクノ，帝人，日立化成，三井化学東

セロ，ニチレキ，ホクレン農業協同組合連合会，東芝，パナソニック，住友精化，富士フイルムメディ

カル，日産自動車，LIXIL 
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Ⅴ 補  遺 



 - 91 -

１５ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下「通

則」という。）第４条第４項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通則第

10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第４項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課程」と

いう。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 

（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 
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（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，他の専攻，研究科，他の学院若しくは教育部の専攻又

は学部の授業科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院理工系専門基礎科目規程（平成22年

海大達第60号）に定める授業科目（以下この項及び次条において「理工系専門基礎科目」という。）

のうち，別表に掲げる授業科目以外の理工系専門基礎科目を指定して履修させ，修士課程の単位とす

ることができる。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，

当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」

と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年

の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて，

前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定により，

大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博士課

程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単位以

上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格するこ

ととする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年以上

在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，理工系専門基礎科目のうち，別表に掲げる授業科目以

外の理工系専門基礎科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得すべき単位とすることができ

る。 

５ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は
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第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大

学院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 



 - 94 -

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 
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別表（第５条関係） 

 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

環境解析学総論 2 

生態解析学特論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

保全生態学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 
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実践環境科学実習Ⅱ 

実践環境科学インターンシップⅠ 

1 

2 

 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古海洋学特論 2 

対流圏化学特論 2 

陸圏物質循環学特論 2 

古気候変動学特論 2 

大気圏化学特論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

環境分析化学特論 2 

生物地球科学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 

極域海洋学特論 

2 

2 
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大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 
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環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目から8

単位以上を含み，合計30単位以上を修

得すること。ただし，環境物質科学実

習Ⅰ及び環境物質科学実習Ⅱの単位

は，修了に必要な単位数に算入するこ

とができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 
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生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１６ 予算 

 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

平成２７年度 １０，０２８ 

 

 

１７ 安全管理 

 

実施項目 防災訓練 

実施日 ５月２９日 

実施内容：実際の避難経路を利用した避難訓練の実施，化学薬品吸着剤の取り扱い，排風機の取り扱

い，AED の使用方法，防火・防災に関するスライド上映 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月〜５月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD 版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マ

ニュアル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １０月〜１１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止するため，また省エネルギーの意識

高揚を目的に，全ての実験室・居室等を対象に実施 
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１８ 国際交流協定 
 
部局間交流協定 

 国名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成15年11月21日） ※ 

3 英国（UK） ノッティンガム大学 
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学科学技術研究科 
Tribhuvan University 

平成9年10月17日 
（更新：平成17年1月20日） ※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 ※ 

6 マレーシア連邦 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成22年9月2日 ※ 

8 ドイツ連邦民主共和国 GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター 
Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel 平成24年5月31日  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日  

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日  

11 マレーシア連邦 
マレーシア・サバ大学 熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日  

12 マレーシア連邦 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月19日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 

平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所

The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

※：後日大学間交流締結 
 
 
大学間交流協定 

 国名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日， 
平成19年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日， 
平成22年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 平成13年12月11日  

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 平成15年6月30日  

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日）  

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） ※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年6月13日） ※ 
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 国名 機関名 締結日 備考 

8 ロシア連邦 極東連邦大学  
Far Eastern Federal University 平成19年11月12日  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日  

10 ロシア連邦 
ロシア科学アカデミー極東支部 
Far Eastern Branch of Russian Academy of 
Sciences 

平成21年7月23日  

11 ドイツ連邦民主共和国 ブレーメン大学 
Universität Bremen 平成22年2月11日  

12 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日  

13 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 ※ 

14 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 ※ 

15 中華人民共和国 廈門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日  

16 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 平成23年2月3日  

17 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日  

18 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 平成24年3月14日  

19 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 平成24年4月2日  

20 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 平成24年12月27日  

21 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 平成25年1月23日  

22 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

23 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 平成26年7月16日 ※ 

※：責任部局として参画 
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